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					アンテナが壊れた！？よくわからないアンテナ修理について知っておくと意外と便利な知識を紹介
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					このサイトはアンテナが壊れたときに役立つ可能性がある、アンテナ修理について知っておきたい意外と便利な知識をご紹介しています。
自宅に故障が気になるアンテナがある場合には、ぜひ参考にしてみてください。
アンテナの修理は高所作業なので自分でやらない方が良いでしょう。
万が一の事故を防ぐためにも、慎重にたいおうすることをおすすめします。
またアンテナの修理であると便利な機材にはどのようなものがあるのかも、このサイトで解説しています。
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					アンテナが壊れた！？よくわからないアンテナ修理について知っておくと意外と便利な知識を紹介

					アンテナが壊れた経験がないため、どのように修理をすれば良いか分からないという人は多いのではないでしょうか。
アンテナ修理は、専門の修理業者やリフォーム会社、電器屋などに依頼することで対応してもらうことができます。
費用は意外とリーズナブルで、故障の内容や製品の種類にもよりますが5千円から2万円ほどで出来ることが多いです。
ただし高所にあるアンテナ修理は、危険を伴うため別途料金がかかることもあるため注意が必要です。


					

					アンテナの寿命は？アンテナ修理が増えるのはいつぐらい？

					テレビアンテナは、長い期間使えるものですが、古くなるとテレビの映りが悪くなるなどの不具合が起こります。
実際の寿命はどれぐらいなのかというと、一般的には10年～15年程度だと言われています。
ただしこれはあくまでも一般的な目安なので、設置する地域や場所によっても劣化の早さは変わってくるのです。
とくにアンテナが劣化しやすいのは海に近い地域であり、塩分や水分によって本体や金具などが錆びやすくなります。
最近は錆びにくいステンレス製のものが多いのですが、アルミなどを使った古いタイプのものを設置している場合は劣化がより早く進むことがあるので注意しましょう。
設置場所については、やはり屋根の上だと、雨や風などの影響を直接受けてしまうため、劣化が早くなると言えます。
では、アンテナ修理が増えるのはいつぐらいからになるのかというと、やはり寿命とされる10年を過ぎたあたりからになります。
また、テレビの映りが悪くなったり、アンテナに錆びや破損が見られる場合は、修理や交換を検討する時期にきているサインかもしれません。


					

					アンテナ修理で行われるアンテナ工事の流れ

					アンテナの調子が悪いとか新しいものと交換してほしい、もういらないので撤去してほしいなどアンテナのことで悩んでいるなら確かな技術を持つアンテナ工事会社に相談するといいです。

実績あるアンテナ工事会社は、地デジからBSテレビに4Kや8Kなど様々なタイプのアンテナに対応していて戸建てから賃貸や分譲などあらゆる住宅の工事を行っています。

アンテナ工事会社は日本全国即日対応していて工事は有資格者が行い、クレーム発生率も4パーセント以下で8年間の長期
安心保証があるので信頼できます。

工事の流れはまずお客様が相談や依頼がありましたら、電話かメールのフォームから連絡すると対応し無料で概算お見積りを出すことも可能です。

また無料お見積りは加盟店スタッフが現地へお伺いし、調査を行って正式な見積りを提示させていただきアンテナ工事設置の作業日時は、お客様のご都合に合わせて日程調整します。

そして作業日が確定しましたら、作業当日加盟店スタッフがお客様先へお伺いし作業終了したらお会計していただき完了となります。


					

					アンテナ工事業者によって違うアンテナ修理の方法

					テレビは、テレビ端子の接続不良やアンテナの故障によって映らなくなります。

修理が必要な場合はプロに依頼し、テレビアンテナが折れている状態なら新しい製品に交換します。

アンテナ工事の方法は依頼する会社によって異なるので、事前に確認してから工事を進めます。

現地の調査を行った後にアンテナ工事の日時を決め、当日は既存の製品を撤去します。

配線は問題がない状態なら再利用できるので、支障が出ないように丁寧に取り外してから新しい製品を組み立てます。

全ての部品を地上で取付け、アンテナを支える台と金属棒を設置します。

垂直方向にアンテナを固定して配線を繋ぎ、レベルチェッカーを使って受信状態を確かめます。

受信調整中に針金が緩むと風でアンテナが傾くので、最後に必ず確認して緩んでいる場合は張り直します。

屋根の上に設置されているケースが多いため、高い場所で作業が行われます。

専門知識と経験を持つプロなら、安心して必要な工事を任せられます。


					

					アンテナ修理はアンテナ取り付けから向きの調整

					アンテナ修理と聞けば、経年劣化や災害によって生じた故障の修繕や交換をイメージする方も多いでしょう。
しかしアンテナ取り付けや向きの調整といった作業も、修理・工事に含まれます。
むしろアンテナ修理を請け負う会社への問い合わせは、これらアンテナ取り付けや調整の依頼が多いほどです。

特に向きに関しては、強風や野鳥の衝突などにより変わってしまえばダイレクトに映像の鮮明さ・感度に影響が出ます。
屋根の上や外壁など高所に設置されたアンテナの向きを、適切な方向に戻すのは一般の方には難易度が高いです。
テレビ画面にエラーコードE201が表示された際も同様に、向きの変更を依頼した方が無難です。

アンテナ取り付けは、テレビを購入した電器店やインターネット回線の契約を交わした会社にそのまま依頼するケースが多いため修理店が受け付けていることを知らない方も少なくありません。
新品の取り付け工事はもちろん、故障したアンテナの処分および交換作業も請け負っている企業がほとんどです。


                    
                    

					正常なときのアンテナ写真があるとアンテナ修理で便利

					正常に受信できているときのアンテナ写真があれば、修理の際の参考になって便利なので、記録のつもりで撮影して残しておくべきではないでしょうか。
アンテナの修理が必要になる故障といっても様々ですが、強風を受けて金具が緩むなどして向きが変わってしまうことは珍しくないです。
つまり、緩み程度なら簡単に直せる可能性がありますし、正常なときの写真があれば更に修理しやすくなるわけです。
アンテナ修理のプロは、知識と機材を活用して正しく受信できるようにしてくれますが、それでも直すのに役立つヒントがあるのとないのでは大違いです。
少なくとも、正常に受信できていたときのアンテナの向きや角度が分かるので、かなり作業効率が上がる手掛かりになるはずです。
なければないで困らないのも確かですが、あれば作業しやすくなるので喜ばれますし、早く作業が終わり復旧するので、依頼者と業者の双方にとってメリットがもたらされるのではないでしょうか。


					

					アンテナ修理前に普段との違いをチェック

					アンテナの故障は折れたり倒れたりするだけではありません。
向きが変わっただけでも映らなくなることがあります。
アナログ放送だった頃は写りが悪いけどなんとか見えることもありましたが、デジタル放送になってからは、あるレベルに達していなければ、映像が映ることがありません。
普段との向きの違いがわかるようにしておくと、ズレに気がつくことができます。


アンテナの構造は基本的に水平垂直になっているので、上下はあまり気にする必要はありません。
それよりも電波塔の方をしっかりと向いているかを確認できることが重要です。
普段とは違う方を向いているようなら、強風や飛来物などで変わってしまった恐れが高くなます。
この場合、交換する必要はないので、向きを正しく戻せば修理完了となります。
もしも見積りの時に業者が交換が必要と言ったら、依頼しない方がいいでしょう。
無駄な修理代を払わなくて良くなるので正常な時にいろいろな角度から写真を撮っておくと便利です。


					

					アンテナ修理前に屋根や取り付け金具の状態を確認

					アンテナは電波塔の方に向きを調整して固定されています。
その位置がずれると受信レベルが低下して映らなくなります。
これは故障ではなく、位置がずれただけです。
元の向きに戻せば使えるようになります。
ただし固定している金具や設置している屋根の状態によっては、さらに悪化する恐れがあるので注意しましょう。
強い風や雪などで向きが変わらないように、調整した場所でしっかりと固定されています。
取り付け金具が劣化してワイヤが緩んでいるとアンテナが傾くことになります。
屋根も沈んでいると倒れる原因になるかもしれません。


まずは確実に固定ができる状態か重要になります。
修理業者には固定方法についてわかるように説明を求めましょう。
納得ができる内容であれば多少高くてもそちらの方が安心です。
その時に慌てて頼んでしまうと、すぐに映らなくなって後悔することになるかもしれません。
それでは修理をお願いした意味がなく、本末転倒です。
長く維持できるような工事が必要です。


					

					自然災害のアンテナ修理なら火災保険を確認

					自然災害でアンテナが壊れたなら火災保険の補償内容を確認しましょう。
火災だけではなくそのほかの自然災害でも適用されるはずです。
雪や強風、落下物など不慮の事態に対して適用できます。
契約している内容を見直すことが重要です。
状況を確認しても原因がはっきりしない場合でも、前日の天候などから補償されることもあります。
確認しないと後悔します。
特に台風の多い地域や豪雪地帯は多くの事例があるはずです。


アンテナ修理が補償範囲だったとしても、もう一つ注意しなければならないのが免責事例です。
修理代を実費で補償してくれるわけではなく、一定の額を超えた分が支払われるようになっています。
例えば20万円まで免責だとすると、それ以上のかかった分だけが支払われます。
契約の方法によって変わりますが、3万円までが免責ということもあるので、まずはその範囲を確認した方がいいでしょう。
原因が補償範囲だったら次は修理見積もりを取って免責以上かを確認するという流れになります。


					

					アンテナ修理は見積もりで比較しないと後悔する

					アンテナ修理をする場合には、業者に頼んで修理してもらうことが無難です。
しかし、業者の選び方がわからないという人もいます。

そんな時にはアンテナ修理を行なっている業者の、見積もりを比較することがおすすめです。
見積もりをしないで業者に依頼すると、相場よりも高い料金を請求されて後悔したというケースもあります。

後悔を避けるためにも、必ず見積もりを出してくれる業者に依頼することがポイントです。
また、複数の業者に依頼するというのも重要となります。
一つの業者だけでは相場の範囲なのか、適正な価格なのかがわからないため、複数の業者に見積もり依頼をすることで、平均相場を知ることができ、自分にあったところを見つけやすくなります。

中には見積もりや現地調査が有料なところもありますが、そのような業者は相場よりも高い金額を提示しくることも多いです。
信頼できないところとも言えるため、調査などは無料で行なっているところを選ぶことを心がけます。


                    




アンテナを長く使うために欠かせないメンテナンス




自宅のアンテナを長く使いたい場合は、使用する環境とメンテナンスが重要なポイントになります。
台風や大雨が続くと、一般家庭でも想像以上の被害が出る可能性があります。

アンテナの寿命は種類や設置している環境によって異なりますが、目安は10年です。
豪雪地帯などアンテナが劣化しやすい環境だと、寿命年数よりも前にメンテナンスが必要になるケースもあります。
テレビのアンテナが劣化すると、様々なトラブルの原因になります。
本体が錆びて塗装が剥げ、電波を受信する棒が露出している場合は劣化が進んでいます。

アンテナが劣化して倒れると、自宅の屋根にもダメージを与えます。
アンテナの劣化が気になる場合は、早めにアンテナ工事の専門会社に連絡して現状を調査します。

現地調査でアンテナの交換が必要な場合は、見積書を確認してから契約を結びます。

交換費用など見積書の内容に納得できれば担当者と相談して工事の日程を決め、アンテナを交換します。









テレビアンテナに適した交換時期や寿命とは




テレビアンテナには、寿命があることをご存じでしょうか。
テレビアンテナの寿命とは、食べ物の賞味期限のように明示されているものではありませんが、交換をした方が良いといわれるタイミングがあります。
一般家庭に設置しているテレビアンテナの場合、10～15年程度が寿命です。
衛星放送やDVDは問題なく鑑賞できるが、地デジの映りだけが悪くなったという場合、地デジアンテナの交換を検討するのがおすすめです。
金属製のテレビアンテナに錆が生じてきた場合も、交換が必要なサインだと認識してください。

アンテナの寿命とされる10～15年という年数は、あくまでも目安の年数です。
アンテナを設置している環境によっては、一般的な目安よりも早い時期に交換した方が良いケースもみられます。
台風が接近しやすいといった強い風雨に晒される機会が多いエリアや、豪雪地帯では、どうしてもアンテナが劣化が進みやすくなります。
錆や傷みなど気になる部分があれば、早めに業者に連絡をして交換するのがおすすめです。









住宅用のアンテナの中には自然災害に強いタイプも普及している




住宅用のアンテナは、通常では屋根の高い位置にポール式の八木式アンテナを設置することが一般的でした。
地上デジタル放送に移行してからは、古い時代のように高さをあまり設けなくても電波を受信できるようになり、現在では自然災害に強いアンテナの普及も進んでいます。
従来型とは異なり平型アンテナやデザインアンテナとも呼ばれている機種が該当しており、コンパクトながら電波を受信する能力も高いという特徴もあります。
この平型アンテナの場合は、設置場所は外壁やベランダのフェンスなどに本体を固定する方法になることから、台風や強風の影響を受けにくく、確実な固定法故に曲がってしまったり折れてしまうような問題も一切起きません。
このことで自然災害に強いアンテナとして注目されていますが、平型アンテナの場合は外観がおしゃれなことや外壁の色に合わせやすいメリットなどもあり、自然災害に強いというメリット以外にも工事費用を安くできることも特徴です。









不要になったアンテナをリサイクルする効率的な2つの手段




アンテナをリサイクルするための手段は、大きく分けると2つ存在します。
まず、自治体に回収してもらうという手段です。
不要になったアンテナを回収してくれますので、粗大ゴミとして出すことが多い人も少なくありません。
こういった方法は料金が必要になりませんし、リサイクルで自治体から様々な製品として再出発させることができるように準備をしているので安心して任せられます。
同様に、民間業者によって回収してもらうという手段も存在します。
この場合はコストが必要になるケースもありますが、確実にアンテナを取り外しや処分を行ってもらえるというメリットがあります。
例えば、アンテナをリサイクルしたいと考えていても自分たちでそれを外すことができない場合には、こういった民間業者に相談することが良いです。
一貫して全ての作業を任せることができるので、自分たちで何らかの手続きをしなくてはならないわけでもありません。
使いやすいので、コストと相談しながら民間業者と相談をしていくことが大切です。









アンテナの最新技術にはどのようなものがある？




アンテナ技術は通信、放送、無線通信、レーダー、宇宙探査などさまざまな分野で重要な役割を果たしており、常に進化し続けています。
最新のアンテナ技術には、以下のような重要なトレンドと革新が存在します。
フェーズドアレイアンテナは、電子的にビームをステアリングできるため、通信システムやレーダーシステムで高い柔軟性を提供します。
これにより信号の送信先や受信元をリアルタイムで調整でき、干渉を最小限に抑えることができます。

メタマテリアルは従来の素材では実現できなかった特殊なアンテナ設計を可能にします。
これらのアンテナは、サイズを縮小し、帯域幅を増加させ、性能を向上させるために使用されます。

ミリ波帯域は高帯域幅と高速データ伝送に適しており、5G通信や無線通信などで利用されています。
最新のミリ波アンテナは、高度なビームフォーミング技術を組み合わせ、高速データ通信を実現します。
宇宙探査ミッションや移動体の通信システムにおいて、コンパクトな形状で運搬できるアンテナが求められています。
折りたたみ可能なアンテナは、収納および展開時に効率的に使用できる設計がされています。

無線給電技術は、アンテナを介して電力を送信し、デバイスを充電または動作させる革新的な方法です。
この技術は、IoTデバイスや自動車などの分野で活用され、長距離での充電も可能にしています。
ビームフォーミング技術は、アンテナが送信または受信する信号を特定の方向に集中させることができる技術です。
これにより通信の安定性と帯域幅が向上し、多くの無線通信システムで利用されています。
これらの最新技術は通信、ネットワーク、宇宙探査、防衛などのさまざまな分野で革新的なソリューションを提供し、今後の技術進化においても重要な役割を果たすでしょう。
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地元の家電量販店に勤務。
問い合わせの多いアンテナ修理について記事をまとめました。
アンテナ修理をさいたま市でするならこちら
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					アンテナに関する情報サイト

					アンテナ修理のいろは

				

				
					このサイトはアンテナが壊れたときに役立つ可能性がある、アンテナ修理について知っておきたい意外と便利な知識をご紹介しています。自宅に故障が気になるアンテナがある場合には、ぜひ参考にしてみてください。アンテナの修理は高所作業なので自分でやらない方が良いでしょう。万が一の事故を防ぐためにも、慎重にたいおうすることをおすすめします。またアンテナの修理であると便利な機材にはどのようなものがあるのかも、このサイトで解説しています。
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